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関連学会印象記 第1回アジア心臓麻酔学会
　　　　　　　　　　（ASCA）を開催して

瀬物 修

　第1回アジア心臓麻酔学会（The　Inaugural

Meeting　of　Asian　Society　of　Cardiothoracic　Anes－

thesia二ASCA）は1995年11月22日，　Singaporeの

Shangri－Laホテルにおいて開催された．参加者は

320人と予想を上回るものであった．これは，本

学会が第9回アセアン麻酔学会の前日に開催され

たためと思われる．参加国32力国別の参加者は以

下の通りである．Arugentina（1），　Australia⑯，

Bahrain（1），　Beligium（2），　Canada（2），　China（10），

Germany（2），　Hong　Kong（18），　lndia（3），　lndonesia

（10），　lsrael（3），　Japan（4a，　Korea　20），　Macedonia（1），

Malaysia（10，　Myanmar（5），　Netherlands（3），　New

Zealand（1），　Oman〈1），　Pakistan（1），　Philippines（5），

Saudi　Arabia　（2），　Singapore　（109），　Sweden　（2），

Taiwan　（5），　Thailand　（13），　Turkey　（8），　United

Kingdom（2），　USA（11），　Vietnam（4），　Yugo（2）．

　プログラムは次頁の表の通りであり，特別講演

とシンポジウム共にアジア地区の心臓胸部麻酔に

従事するあるいは興味を持つ若い麻酔科医を魅了

する内容であり，活発な質疑応答が行われた．

　一般演題（ポスター発表）は47題であった．

TEE　6題，　monitoring　16題，　hemodilution

／perfusion　7題anesthesia　management　5題，

Drugs　13題であった．日本からの演題が21題と最

も多く，ベルギー8題，韓国6題，トルコ4題，

イスラエル3題，ユーゴ，スウェーデン，及び

USA各1題であった．この種の国際学会では申

し込んでおいて出てこない発表があるが，今回は

キャンセルは1題もなかった．ポスター展示は受

付のホールで行われたので，多くの参加者の眼に

ふれる機会があった．

　しかしながら，発表形式はとらなかったので，

余り討論をする機会がなかったのは残念であった．

やはり，ポスターセッションだけでなく，オーラ

ルセッションもあった方が良いと感じた．

　第1回のASCAは，　Dr．　Muhiudeenの「NO」

に関するレクチャーのあと，ASCA　night　dinner

で締めくくられた．この席で，次回は1997年12月

タイのチェンマイで，第10回アセアン麻酔学会と

共同開催することがアナウンスされた．今回の

ASCA開催は，シンガポール麻酔学会の絶大な支

援により無事終了できたといえる．特に，Dr．

George　TayとDr．　Tat　Leang　Leeの力によるもの

であった．Dr．　Leeと私はこの1年半，200通の

faxをやりとりした．学会運営を世話してくれた

World　ExpressのGohさんも良く協力してくれ

た

　また，Society　of　Cardiovascular　Anesthesiolog－

ist（SCA）の協力が得られ，講師あるいは司会者

として参画していただけたことも学会の成功につ

ながった．もちろん，日本循環制御医学会の会員

諸氏の御協力なしには，この学会は開催できなか

ったものと信じている．さらに，日本からの参加

者に感謝申し上げる．藤田昌雄，斎藤隆雄，山本

道雄名誉会員，そして，シンポジウムの演者とし

て参加された若手医師，司会の労を取られた熊澤

光生，森田茂穂両教授に深謝申しあげたい．また，

1993年5月第14回日本循環制御医学会総会（熊澤

光生会長）でASCA設立準備委員会の段階から，

本学会を御支援いただいてきた関係各位に対して

も心から感謝申し上げる．

　本学会が，アジア地区の心臓麻酔の向上を通し

て人類の平和に貢献し，アジア地区の若い医師の

間に理解と友情が深まることを期待するものであ

る．学会の発展に向けて日本循環制御医学会会員

の更なる御協力を希望する次第である．

北海道大学医学部

Presented by Medical*Online



関連学会印象記 123

表SCIENTIFIC　PROGRAMME

1）ATE／TIME
＊22NOVEMBER　1995
@　　WEI）NESI）AY

　　　　SPEAKERS CHAIRPESON

8．15am OP：ENI〕NG　CEREMONY
1

．（Katong　Room）

Welcome　Message　by

Osamu　Kemmotsu
President

A．sian　Society　of

Cardiothoracic　Anaesthesia

8．30am PLENARY正ECTURE　I Lee　Tat－Leang

Assessment　of　Cardiac　Surgical　Patients Dennis　T　Mangano（USA）

9．10am PLENARY　LECTURE　H Teruo　Kumazawa

Cerebral　Morbidity

Following　Cardiac　Surgery：

Mechanisms　of　injury Christina　M　Mangano（USA）

lO．00　am Coffee　B．reak

SYMPOSIUM　I Yas110ka

Trans　Esophageal　Ecllocardiography ESiregar

10，30am 1．Principles　of　TEE　and　anatomical　co．rrela・ YQslhinari　Niimi（Japan）

tions

10．50am 12．Clinical　ApPli．cations Hiroshi　Kitahata（Japan）

a）　Valvular　Surgery Steveen　Koコstadt（USA）

b）Ass．essment　of　ventricular　function Yong・Woo　Hong（Korea）

c）Myocardial　Ischemia Peter　P　C　Tan（Taiwan）
1

d）Congenital　Hea．rt　Defεcts
i

1

11．50am 13．Discussion　with　commentators

工2．15pm Lunch　Break　and　Poster　Viewing Sait　Tarhan

（Tanglin　Room）and（Island　Foyer）

SYMPOSIUM　II
1

MHassan　Arif
Treds　in　Cardiac　Anaesthesia Shigeho　Morita

1．45pm 1．Myocardial　dysfunction Carol　L　Lake（USA）

after　CPB．　Which　inotropes　to　Choose？

2．05pm 2．Continuous．　Cardiac　Output　Monitoring Hisashi　Sugi　moto（Japan）

（CCO）in　Cardiovascular　Anesthesia

2．25pm 3．Blood　Conservation　During　Cardiac　Surgery Chung．Yuan　Lin（USA）

2．45p．m 4．The　Use　of　Microfilters　during　Cardiopulmon一 George　Silvary（USA）

ary　Bypass

3．05pm Coffee　Break

PLENARY　LECTURE　III Bymg－Mun　Ham

3．30pm Deep　Hypothermic　Circul．atory　Arrest

and　Other　Modality　Cerebral　Protection Ge◎rge　Silvay（USA）

4．15pm－

T．30pm

POSTER　VEWINGI（lsland　Foyer）

Sait　Tarhan

7．00pm一 Inhaled　Nitric　Oxide　i．n　Infants　and　Children Isobel　A　Muhiudeen（USA）

11，00pm Undergoing　Sur停cal　Repair　of　Congenital

．Heart　Disease

ヨASCA　Night　I）ilmer

（lsland　A　Room）
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